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病児・病後児保育事業 (非施設型 (訪間型))について
施設型

(新規)非施設型(訪問型) 体調不良児対応型
病児対応型 病後児対応型

事 業 の 体 系
地域の子どもを対象に病児を受入

(病後児も対応可)

地域の子どもを対象に病後児を受入 病児対応型・病後児対応型と同様 自園の子どもを対象に体調不良児への対応のほか、保育所入所児童に対す
る保健的な対応や地域の子育て家庭等に対する相談支援を実施

実 施 主 体 市町村又は市町村が適切と認めた者

対 象 児 童

当面症状の急変は認められないが、病気
の回復期に至つていないことから、集団保
育が困難であり、かつ保護者の勤務等の
都合により家庭で保育を行うことが困難な
児童であって、市町村が必要と認めた小
学校3年生までの児童

病気の回復期であり、かつ、集団保育が
困難で、かつ、保護者の勤務等の都合に
より家庭で保育を行うことが困難な児童で
あつて、市町村が必要と認めた小学校3
年生までの児童

病児対応型・病後児対応型と同様
事業実施保育所に通所しており、保育中に微熱を出すなど体調不良となつた
尼童であって、保護者が迎えに来るまでの間、緊急的な対応を必要とする児
童

実 施 場 所 病院・診療所、保育所等 利用児童 (保護者)自 宅 保育所

実

施

要

件

設 備 基 準

・病院・診療所、保育所等に付設された専用スペース又は本事業のための専用施設
であること
・保育室及び児童の静養又は隔離の機能を持つ観察室又は安静室を有すること
・調理室を有すること(本体施設等の調理室との兼用可)

・事故防止及び衛生面に配慮されているなど、児童の養育に適した場所とすること

・保育所の医務室、余裕スペース等で、衛生面に配慮されており、対象児童の
安静が確保されている場所とすること

人 員 基 準
・看護師…・利用児童おおむね10人につき1名以上配置すること
,保育士…・利用児童おおむね3人につき1名 以上配置すること

・看護師または一定の研修を受けた保育
±1名 以上
・看護師または一定の研修を受けた保育
±1名 に対し、子ども1名 程度

・看護師等を常時2名 以上配置
ただし、次のア～工いずれかの要件を満たす場合には、体調不良児の看護

を担当する看護師等を1名 以上配置
ア 延長保育を2時間以上実施している保育所
イ 夜間保育所
ウ ヘき地(山間地・離島・過疎地)に所在する保育所
工 1日 自園型実施保育所

・預かる体調不良児の人数は、看護師等¬名に対して2名 程度とすること

そ の 他

・集団保育が困難であり、かつ、保護者が家庭で保育を行うことができない期間内で
対象児童の受け入れを行うこと

(この他に、留意事項として医療機関との連携、感染の防止の規定あり)

・報告書の作成

※上記の他、医療との連携等について、
規定

・実施保育所における児童全体の健康管理・衛生管理等の保健的な対応を日
常的に行うこと
・地域の子育て家庭や妊産婦等に対する相談支援を地域のニーズに応じて定
期的に実施すること
(この他に、留意事項として医療機関との連携、感染の防止の規定あり)

負 担 割 合 国 1/3都道府県 1/3市町村 1/3 (国 1/3指定都市・中核市 2/3)
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